
用語 説明

AI
(Artificial Intelligence)

人工的な方法による学習、推論、判断等の知的な機能の実現及び人工的
な方法により実現した当該機能の活用に関する技術のこと

BIM
(Building Information
Modeling)

コンピュータ上に作成した主に三次元の形状情報に加え、室等の名称・
面積、材料・部材の仕様・性能、仕上げ等、建物の属性情報を併せ持つ
建物情報モデルを構築するシステムのこと

CLT（直交集成板）
（Crosss Laminated
Timber）

ひき板を繊維方向が直交するように積層接着したパネルのこと。
鉄筋コンクリート造などと比べてコンクリートの養生期間が不要である
ため、工期の短縮が期待できることや、建物の重量が軽くなり、基礎工
事の簡素化が図れること等の利点がある。

DIY
(Do it yourself)

専門業者に頼らず、自らの手で補修や組み立て等を行うこと

DX
(Digital Transformation)

将来の成長、競争力強化のために、新たなデジタル技術を活用して新た
なビジネスモデルを創出・柔軟に改変すること

IoT
(Internet of Things)

自動車、家電、ロボット、施設などあらゆるモノがインターネットにつ
ながり、情報のやり取りをすることで、モノのデータ化やそれに基づく
自動化等が進展し、新たな付加価値を生み出すというコンセプトを表し
た語

LCCM
（ライフ・サイクル・
カーボン・マイナス）

建設時、運用時、廃棄時において出来るだけ省CO2に取り組み、さらに
太陽光発電などを利用した再生可能エネルギーの創出により、住宅建設
時のCO2排出量も含めライフサイクルを通じてのCO2の収支をマイナス
にする住宅のこと

MaaS
（Mobility as a Service）

地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応して、
複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・
予約・決済等を一括で行うサービスのこと。観光や医療等の目的地にお
ける交通以外のサービス等との連携により、移動の利便性向上や地域の
課題解決にも資する重要な手段となる。

PPP/PFI
(PPP:Public Private
Partnership
PFI: Private Finance
Initiative）

・PPPとは、官民連携事業の総称。PFI以外にも、指定管理者等の制度
の導入、包括的民間委託、民間事業者への公有地の貸出しなどを含む。
・PFIとは、公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営
能力及び技術的能力を活用して行う新しい手法のこと
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SDGｓ
(Sustainable
Development Goals)

2015年9月の国連サミットで加盟国の全会一致で採択された「持続可能
な開発のための2030アジェンダ」に記載された、2030年までに持続可
能でよりよい世界を目指す国際目標のこと

V2H
（Vehicle to House）

蓄電機能とモビリティ機能を有する電気自動車から蓄電した電力を家庭
に供給するシステムのこと

ZEH
（ネット・ゼロ・エネル
ギー・ハウス）

外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率な設備システム
の導入し、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上
で、再生可能エネルギー等を導入することにより、年間の一次エネル
ギー消費量の収支をゼロとすることを目指した住宅のこと

5G
「超高速」だけでなく、「超低遅延」「多数同時接続」といった特長を
持つ、第５世代移動通信システムのこと

インスペクション
既存住宅の構造上主要な部分等の状況について、既存住宅状況調査技術
者講習を修了した技術者（既存住宅状況調査技術者）が既存住宅状況調
査方法基準に従って実施する調査のこと

カーボンニュートラル
温室効果ガスの排出について、二酸化炭素をはじめとする温室効果ガス
の排出量から、森林などによる吸収量を差し引いてゼロを達成すること

コワーキングスペース
事業者等で共有されるオフィス環境のこと。各利用者の仕事場であると
ともに、利用者同士の交流を通じて、新たなビジネスチャンスを創造す
る場としても期待される。

コンパクトシティ
居住や都市機能の誘導によりまちなかや拠点の価値を高め、人口密度を
維持することにより、持続可能なまちづくりを目指す取組みのこと。都
市におけるより豊かな暮らしの実現を目的とするもの

サテライトオフィス
（オフィスの管理主体や活用形態は問わず）都市部の企業等が本拠から
離れたところに設置する遠隔勤務のためのオフィスの総称

サブスクリプション
月額料金等の定額を支払うことにより、契約期間中、商品やサービスの
利用が可能となるもの。これを住まいに適用した場合、定額で各地に存
在する物件に居住することが可能となる。

創エネ
太陽光、風力等の再生可能エネルギーやコジェネレーションシステム等
を活用してエネルギーを創り出すこと

テレワーク
ICT（情報通信技術）を利用し、時間や場所を有効に活用できる柔軟な
働き方のこと
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ヒートショック
入浴前後の温度の急激な変化により、心血管系疾患、脳血管疾患、熱中
症等の症状が発生すること

ミクストコミュニティ
若者による高齢者の見守り等の生活支援、高齢者による子育て支援な
ど、多様な世代の交流や支え合いを通じて形成される豊かなコミュニ
ティのこと

ライフサイクルCO2
住宅のライフサイクル全体（建設、居住、修繕・更新・解体の各段階）
を通じたCO2排出量のこと

ランドバンク

行政と専門人材により構成され、地域における相談体制の構築、空き
地・空き家の情報共有をしつつ、土地の適切な利用・管理に向けたマッ
チング・コーディネートや所有者に代わる管理、有効利用等の機能を担
う組織のこと

リースバック
自宅などの不動産をその所有者が事業者等へ売却した上で、引き続き当
該不動産への居住等を継続するため、買主である事業者等から元所有者
が当該不動産を賃借する契約のこと

リバースモーゲージ
高齢者等が自己の居住する住宅を担保として融資を受け、当該高齢者等
の死亡時に住宅を処分すること等により一括返済するローンのこと

レジリエンス機能

レジリエンスとは、強くてしなやかな「強靱性」を表した語。本計画に
おけるレジリエンス機能とは、自然災害による停電時等においても、蓄
電や創電により自立的にエネルギーを確保することができる等、災害時
にも居住を継続することができる住宅・住宅地の機能のこと

ワーケーション
「ワーク」と「バケーション」を合わせた造語で、観光地といった通常
の職場以外でテレワーク等で働きながら休暇も楽しむこと


